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34−7　 DoPA 技術な らび に 携帯端末を用 い た モ バ イ ル 型 在宅 ハ イ リス ク妊 婦 管理 シ ス テ ム の 開 発
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【目的】今回 パ ケ ッ ト通信 を用 い た モ バ イル の シ ス テ ム （iMode と同様 の DoPa 技術）に よ り，妊婦 お よび 医 師側が 病院，診

療所以 外の ど こか らで も，胎児モ ニ タ リン グが ロf能 とする モ バ イ ル 型在宅ハ イ リス ク妊婦管理 シ ス テ ム を開発 した．【方法】こ

の モ バ イル に よ る伝送 シ ス テ ム は，小型 軽量 の モ バ イル 胎児心拍検出装置 と受 信側 の 装 置 か ら構 成 さ れ る．受信側 は，医療機

関内 に 設置 され た 通常の 胎児心拍 モ ニ タ リン グ シス テ ム，モ バ イル 機能を持つ パ ソ コ ン端末，さらに携帯端末の い ずれ で も選

択で き る ように なっ て い る，家庭 で 検出さ れ た 胎児心 拍情報 はバ ケ ッ トの 形で ，NTT ドコ モ の D 【）Pa網を介 して NTT ドコ モ

の サーバ に 送 られ る．受 信 さ れ た デ
ータ は胎児心拍数用の サーバ に 蓄積され，医師側 は イン タ ーネ ッ ト網を介 して常時データ

を受け取 る こ とが で きる．【成績】こ れまで実際の 症例で 50回以 上の 送信を試みた が，デ
ータ は常 に安定して ドコ モ 四 国 の サー

バ に送 られ蓄積され た．医師 側 に関 して も，全国 どこ か らで も，また新幹線 な ど高速 で移動す る環境 にお い て も安定して 受信

で きる こ とが確認され た．【結論】こ の 度，我 々 は DoPa技術を用 い た在宅妊ハ イリ ス ク婦管理 シス テ ム を開発 し ， さ らに iApri

を用 い て携帯端末上 に胎児心拍数 と子宮収縮を表示す る こ と を可 能に した．医 師 ， 妊婦が 相互 に い つ で もどこ か らで も，、胎児

心拍 パ ターン を観察可 能となっ たこ と は，切追早 産 や妊娠中毒症などハ イ リス ク 妊婦の 管理 に役立 つ の み な らず ， 病
・
診連携

の 面に お い て も大い に威力を発揮す る．

34−8　 新 しい 不死化 ヒ ト卵巣表層一ヒ皮細胞株の 樹 立、
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【日的】われわ れ は SV40　largeT　antigen （LT ）の 導人 に よっ て ヒ ト卵巣表層 ヒ皮 （OSE）の 不死化細胞株を樹立したが ，
こ

の 細胞 株に は染 色体 ク ラ イ シ ス を 伴い 染色体数 に大 き な 変化 が み られた，そ こ で ，不死化に必 要な pl6 ／p53の 不活化 （M1

期）とテ ロ メ ア 短縮の 抑制 （M2 期）に よ り，染色体の 安定 した不死化 OSE 細 胞 株を樹 立 した．【方法1手術患者か ら同意を得

た ヒで ，医学的適応で摘出され た正 常 卵 巣 よ りscraping 法で OSE を採取後に初期培養 を行い
，　p16 〆p53経路抑制 の た め に

HPV の E6，E7，変異 （m ）E6，または Bmi1を単独また は種々 の 組み 合わせ で 導入 し， さ らに
，

テ ロ メ ラ
ーゼ の 活性化 の た め に

hTERT を 導入 し た．　E6 ＋ E7 ＋ hTERT （E6E7），　mE6 ＋ E7 ＋ hTERT （mE6E7 ），　 mE6 ＋ Bmil ＋ hTERT （mE6Bmi1 ）の 3

つ を導入 した OSE 細胞 よりそ れ ぞれの 不死化細胞株が 得 られ ，
こ れらの 染色体安定性 を検討 した．【成績】不死 化細 胞株 はい

ずれも，免疫染色にて cytokeratin 陽性，　vimentin 陽性，　 EMA 陰性 で ，　primary　OSE と 同 じで あっ た．また，　Western　blot

にて p53 な らび に p16の 発 現 の 抑制が，　TRAP 　assay に て テ ロ メ ラ
ーゼ の 活性化が確認 された．染色体分析 （G バ ン ド法）で

は ，
16継代 目で は い ずれ も染色体数 は42〜48と2倍体 で あ っ た．．．・方 ， 41継代 日に お い て，mE6E7 と mE6Bmil の 染色体数 は

76〜93と多くは4倍体 で あ っ たが ， E6E7で は 43〜47と2倍体 で安定して い た．【結論】E6＋ E7＋ hTERT の 導入 に よ り染色体 の

安定した ヒ ト OSE 不死化細胞株 が得 られ た．こ の 細胞株 は，　 E．皮性卵巣が ん の 発現解析 を行 う．ヒで の 安定 した コ ン トロ ール

細胞 と して ， また，．ltpt性卵巣が ん の 発癌機構解明の た め の jn　vitro 　mode1 と して ， 今後有用で あ る と考え られ る．

34−9　 マ ウ ス 臍帯 rflLの 可塑性 に関す る検討
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が ある と考え られ て い る．こ の マ ウ ス 臍帯血を恥 ， 臍髄 赦 鱒 キ メ ラ マ ウ ス を作 成 し臍髄 の ・攫 性 につ い て 蘭 し
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を含む臍帯血 の 他の さ ま ざ まな 組織へ の 劇的 な 分化は確認出来な か っ た．
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